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文字探索課題場面に お ける弁別刺激 と しての純音の閾下効果

目　 的

○水野 圭郎 佐藤 方哉

（慶應義塾大学社会学研究科 ）　（慶應義塾大学文学部）

　 閾下知覚 は，心理 学，社会心 理学 の 分野 で 多 くの 研究が 行なわれ

て きたが，そ の 存否を め ぐっ て は議論 中で ある，本研 究で は，文宇

探索課題 場面 にお ける 弁別刺激 と して 純音 を用い て刺激性制御を確

立 した後，純音が 閾下 に な っ た と きの 被験 者の 反 応か ら閾下 知 覚 の

司
．
能性 を探 っ た．また，純音提示直後 の 刺激 に 対す る意識性の確 認

と実験 課題 終了後の 精神物理 学 的 測定法 に よ る閾値の 測定 を行い ，
従来か ら批 判の あ っ た精神物理 学的測定法 を用 い て の 閾下 の 決定方

法に つ い て検 討 した．

方　 法

　　被験 者　大学生男子 1名 （KM），女子 4名 （YK，田 ，　 SS，10） の

計5名．
　　装 　 置　刺 激提示お よ び反応 測 定に は コ ン ピ ュ ータ を用 い た．
被験者 の反応検 出の た め の 2個の 反応ス イ ッ チ とフ ッ トス イ ッ チ に 接

続 さ れ た．

　 音刺激 は，純音は 音声周波発振器で ．白色雑音 は 白色雑音発生器

を用 い て 発 生 させ た．音 の 強 度 を調節 する た め に抵抗減衰器 を両器

に接 続 した．た だ し，純音の 提示時間は ，コ ン ピ ュ
ー

タで制 御 し

た．抵抗減衰器 を防音 室 内の ヘ ッ ドホ ン に接続 し，被験者 に 両耳条

件 で 音 を出力 した．

　 刺　激 　文字 探索 課題 で は 60文字 （縦5行 X 横12列） で 構成 され

た ア ル フ ァ ベ ッ ト群，そ して 標 的 文字 と して の ア ル フ ァベ ッ ト1文宇

が 同時に コ ン ピ ュ
ー

タ の 画 面 上 に 白色で 提 示 され た．60文字の ア ル

フ ァ ベ ッ ト群 に，標的文字が含 まれ るポ ジ テ ィ ブ セ ッ ト （以 下，POS

セ ッ ト） と標 的文字が 含 まれ な い ネ ガテ ィ ブセ ッ ト （以下，NEG セ ッ

ト）があ っ た，60文字の ア ル フ ァ ベ ッ ト群 に は 同 じア ル フ ァ ベ ッ ト

が 複 数 個 含 ま れて い た が，POS セ ッ トの 場合の 標 的 文字は 必 ず1個 し

か含 まれ ない よ うに した．訓練期用 と して t 標 的 文字 とな る ア ル

フ ァ ベ
ッ トやPOSセ ッ トで標 的文宇の ある 位置に 偏 りが ない ように

POS セ ッ トを125種類，　 NEGin ッ トを125種類．計 250個 を作 成 した．
セ ッ シ ョ ン ご とに 提 示順 を変 え た．

　 ま た，テ ス ト期用 と して NEG セ ッ ト，　 POS セ ッ トを5種類つ つ の計

10個 の 刺激 群，NEG セ ッ トを2e種類，各種類 6個 つ つ の 計120個 とPOS

セ ッ ト120種類の 計240個の 刺激群を作 成 した．この 240個の 刺激群で

は，標 的 文 字 とな る ア ル フ ァ ベ ッ トやPOSセ ッ トで標 的文字の ある 位

置に偏 りが な い よ うに ，そ して ，20種類 の NEG セ ッ トの標 的文字を

POSセ ッ トは標 的文字 と して 最低1個 は含 む よ うに した．10個の刺激

群，240個 の 刺激群そ れ ぞ れ セ ッ シ ョ ン ご と に 提示順 を変 えた．
　 手続 き　 実験 はすべ て 個人実験で 行 われた，実験は訓 練 期 とテ

ス ト期 の 2段階 で 構成 され て い た．
訓 練 期 ：1 ）刺激閾 測 定．極 限 法の 手続 きを用 い て 白色雑音 が常 に

提示 され て い る状 態で の 1000Hz純音の 刺激閾を測定 した．
2 ）文字探索課題．250試行 （POSセ ッ ト，　 NEGセ ッ ト 125試行つ つ ）

行 っ た．

　 1試行 は次の よ うな．手順 に な っ てい た．NEGセ ッ トの場合，まず純

音 （閾値＋ IOdBの 強度．被 験 者が 必 ず聞こ える 強度 ）が提 示 され，
そ の 1秒後 に 画面が緑色 に なっ た （画面 は元 は黒色），画面 が 緑色の

間 （4秒 間 ）に被 験 者は 音が 聞 こ えるか ど うか 判断 し，聞こ える 場合

フ ッ トス イ ッ チ を押 した．元の 黒色の 画 面 に戻 っ て か ら1秒 後に 標的

文字，1文字 と60個の 文字群 が 同時 に提 示 された．被験者がYESある

い はNOの ス イ ッ チ を押すと 同時に 画面か ら刺激が 消 え，0．5秒後に純

音 の 提示が終 丁 した．そ して，純 音 の 提示 終 了 の 1秒後に 正 答の 場

合
”

cerl ・eet ”
，誤答 の 場合

”
wrong

”
と画 面 中央 に 3秒 間表示 され

た．試 行間間隔 は 2．5秒 で あ っ た．NEG セ ッ トとPOSセ ッ トの 違 い は，
純 音の 提示があ るか ない か で あ っ た．
　　試 行 ご とに ，被験者 の 反応 及び文字群の 提示か ら被験者がス イ ッ

チ を押 す まで の 反応時間 （1／60秒 単位）が 記録 され た．
3 ）質問紙．文字探索課題終 了後，純音 と刺激 セ ッ トの 関係 に 関 し

て の 意識性を調べ るた め に 質問紙調査 を行 な っ た．
　　これ が，訓 練期で の 1セ ッ シ ョ ン で ある．た だ し，次の セ ッ シ ョ

ンか ら は，刺激 閾の 測定 は行 わず，セ ッ シ ョ ン 1の と きの閾値を使用

した．また，質問紙 で，被験 者が 純音 が 文字探索課題 場 面 にお け る

弁別刺激で ある とい うこ とに気付 い た こ とを報告 した ら，訓練 期 か

らテ ス ト期 に移 っ た．
テ ス ト期 ：1 ）刺激 閾測定．訓 練 期 と同 じ手 続 き．
2 ）文字探索課題．提示 され た純音の 強度が 変化す る以外は ほぼ 訓

練 期 と同 じ手続 きで あ っ た．250試行 の 最初の ユ0試行 （NEG セ ッ ト，
POSセ ッ ト 5試 行つ つ ） は，訓練期 と同 じで あっ た．残りの 240試行

の 半分 は NEGセ ッ ］・で あ り，そ の 120試行 は20種類 の NEGセ ッ トX6 種
類 の 強度の 純音 で 構成 され て い た．純音の 6種類 の 強度は，閾値 と閾

値＋10dB の強 度以外の 値 は閾値を中心 に実験 者が任意に決定 した．た

だ し，各被験者 の最 終 セ ッ シ ョ ン で は，純音 の 種類 は 5種類 で，純 音

な しの 条件を加 えた．
3 丿 再 度，刺 激 閾測 定．
4 ） 質問紙．訓練 期 と 同じ，

結　 果

　 被験者 の 文 字探 索 課 題 に お け る 反応 を以下 の よ うに カ テ ゴ リ
ー

化

す る．POSセ ッ トで 正 答 （「あ る」 と反応 ）を ヒ ッ ト，誤答 （「な

い 」 と反応）を ミス ，NEGセ ッ トで正 答 （「な い 」 と反応） をコ レ ク

トリジ ェ クシ ョ ン，誤答 （「ある 」 と反応 ）をフ t，ル ス ア ラ
ー

ム と

す る．
1）訓 練 期で の 反応時間の 分析．訓練期で の 被験者の 反応の 例 として

H9の 訓練 期 （セ ッ シ ョ ン 1〜6）で の 反応 時 間の 推移 を 図1に 示 した．
冊 は セ ッ シ ョ ン 6で純音 とNEG セ ッ トとの 関係 に気 付い た，セ ッ シ ョ

ン 5で NEGセ ッ ト （純 音 が 提示 され る ）に 対す る 反応 時閭が セ ッ シ ョ

ン 1− 4に 較べ て 短 くな っ て い る，一
方．セ ッ シ ョ ン 5は ミ ス ，フ t，ル

ス ア ラ ーム の 数が他の セ ッ シ ョ ン に比較 して 多い ．特 に フ ォ ル ス ア

ラ
ー

ム は セ ッ シ ョ ン 1〜4で は ほ とん どな か っ た，

　 意 識性 を持 っ た セ ッ シ ョ ン 6で の 反応時 間の推移 を見る ど約 90試

行 目か ら極端に反 応 時 間が 短 くな り，誤答 もな くな っ た．
2＞ テ ス ト期で のNEGセ ッ トに対 す る 反応 時間の 分析 （コ レ ク トリ

ジ ェクシ ョ ン の 反応時間の み を分析の対 象 とする ）．図2に SSの セ ッ

シ ョ ン2，lOの セ ッ シ ョ ン 3にお けるNEG セ ッ トに 対する反応時間 （コ

レ ク トリジ ェ ク シ ョ ン ）を純音の 強度別 に ヒス トグラ ム に した もの

を示 した．SSの セ ッ シ ョ ン2，10の セ ッ シ ョ ン3ともに閾値・2dBの 条

件 まで フ ッ トス イ ッ チ を押 した （純音が聞 こ えた）試行が あ っ た．
すべ て の 被験 者で，フ ッ トス イ ッ チ を押 した試行 の 反応時間 は非 常

に 短 く，そ の分散 も小 さか っ た．

　NEGセ ッ トで，フ ッ トス イ ッ チ を押 さ なか っ た 試行 の 反応 時 間に

つ い て 純音の 各強 度で反応時間に 差がある か見 る と，冊 の セ ッ シ ョ

ン 3，10の セ ッ シ ョ ン 2，3で純音 の 強度が 上が る に つ れ て，反応 時間
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　i　　　　 が 長 くな る よ うな 傾 向が見 られ た，
i　　　　 3）刺激閾の 分析，被験 者5名の 訓練 期，テ ス ト期で の刺激 閾を表1に

　i　　　　 示 した．テ ス ト期 のYKの セ ッ シ ョ ン1，2，　 KMの セ ッ シ ョ ン 2，　 IOの
　s
　　　　　　 セ ッ シ ョ ン 1で は，文 字 探索課題 を行 う前後で 閾値が大 き く変化 し

：　　　　 た．KMを除 く被験者 は，文字探索課題後の 刺激 閾の測 定 で 閾値が低

　i　　　　 くな る傾向が見 られ た．
　｛
i　　　　 考　察

　 HWの 訓練期 の セ ッ シ ョ ン 5で は純音が 文字探索課題 場 面 で 弁別 刺

激 と して意識 され て い な か っ た に もか かわ らず，反応時間が 極端に

前の セ ッ シ ョ ン （1−−4） よ り短 くな っ た，しか し，誤答 も増 えて い

て ，正確 さと速度の トレ ードオ フ の 可能性が 考えられ る．今 回の実

験 だ けで は純音 と，NEG セ ッ トの 随伴 性 につ い て の 意識性 な しの 刺激性

制 御 に よ る もの か ，正 確 さ と速度 の トレ ー
ドオ フ に よる もの か は 判

別 で きない ．

　 テ ス ト期 の田 の セ ッ シ ョ ン 3，IOの セ ッ シ ョ ン 2，3で得 られ た結
600

　　5DO

　 　 鴫oo
　 　 ］OO

　 　 zoo

　　lQO

　 　 o
　 　 　 o
　 6QO

　 　 soo

　 400

　 コσ0
　 2eo

　　loo

　 　 D

　 GooO

反 s・・
応 一・・

曾　∴ ・　 ’　　　　 SesslOnl 　　　　　　　　　　　　 ・

蓉穣麓縛篶嘉驚穣
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「りo　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　〜叨
Seg510n2

1；r癌蕪孫ゴ贇舗 ；を疲二撫n。 溜 …　　し。。二．ガ
’
・ 

訪
∵ e

・
。，、ロ・　

ne

　
・
惣

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1qO 　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 leo

　 　 　 　 Session3

醤i器黛『怠鴛鱒耽騰翠糧凝
・

果は，閾下 知覚の 可 能性 を示唆す る もの で ある，つ ま り，フ ッ トス

イ ッ チ を押 さな か っ た （純 音 が 聞 こ え なか っ た），純音 に対 して 意

識性 をもたなか っ た試行で もその 強度 の 違い が 反応 時間 に 影響 した

と考 え られ る．

　 また，従来 か ら精神物理 学 的 測 定 法 で い う闥値が，意識 と無意識

の 壁ある い は境界 とい う意味 を閾下知覚の 分野 で は持 ち，そ して，
精神物理学的測定法の 閾値 が 絶対 視 さ れ て ，閾値以下 の 刺激 はすべ

て 閾下刺激 と して しまっ た．しか し，元 々 精神物理学 的測定法の 閾

値 は，「感覚が生 じた」 とい う反応の 50％の 出現確率 を もた らす刺

激 量 を もっ て 定義 した もの で ，閥値以 下 の刺 激量 に 対 して も反 応 が

生 じる 可能性が ある ．本研 究 で も明 らか な ように 課題 の 前 に 測 定 し

た 刺激閾 よ り弱い 強度 の 純音 に対 して も課題遂行中 に 「聞 こ える 」

と反応 す る こ とが起 こ っ た．また，課題 の後 で測 定 した 刺 激閾 よ り

弱い 強度 の純 音に対 して 「聞 こ える 」 と反応す る こ と もあ っ た．刺

激 が 閾下 で ある とい う決 定をする た め に は今 回の 実験の よ うに 刺激

が提示 さ れた 直 後に 被験者 の 意識性 を確 認す る手続 きが必 要 で あ

る．
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図 l　 HW の 訓繍嗣 の 昏 セ 7 ：ン 1 ン で の 丈丁
　 　 操索簾 嘔における歴応時闇 の 撹移．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。 け ． ，M 、，、，S，et ， シ盛櫨 既∫、猛 巨、2烈蹴 。韻 剛 別
ロ ヒ フト　　　　　　　　　 ＋ ミス

0コレ ク トリ ジ ェクシ 」 ン 　
x フ t ル ス ァ ヲ

ー
ム　　　　　　　　　　 に ヒ ス トグ ラ ム にしたもの ．ただし 正笞 〔コレ クトリジニク シ 1 ン 】 の と愈の 反蝋 竄 島 フ 7
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　 　 　 衷 1　 各被験者 の 訓煎期で の 閾位とテ ス ト期における各セ ッ シ ョ ン の聞値

被 験 看 名

YK 　　犀扈牌 の 聞値〔dB ）

　 　 犀題笹 の 囲憧〔dH ）

SS　　匪扈艀 の 閏僕 ‘dB ）

　 　 屎属蟄の岡恨〔dB）

KM 　　鳳属蔚 の 罔握 【dm

　 　 課周後の 閏搬 dBl

lfW　　艮 題蔚の 隠値｛aB ）

　 　 艮辺捜の 囲櫨【dBl

　 【0 　　展 扈 蔚 の 闇慎〔d巳 ｝

　 　 瞭廻腔 の 闇肛〔d珊

刷10Dか ら抵 抗 値を引い た 価

訓緯朋 　 　セ ブシ 日ン 1

57．O．　　　　　　　 54．0
　 　 　 　 　 53．5
54．5　　　　　　　 5」．0

　 　 　 　 　 52．5
52．0　　　　　　　　51．5

　 　 　 　 　 S2．5
60．0　　　　　 6LO

　 　 　 　 　 57．5
51．0　　　　　　 58．0

　 　 　 　 　 50．0

セ Pt シ 1 ン2

　 　 5s．5
　 　 53．0
　 　 5」．0
　 　 535

　 　 S3．0
　 　 58．0
　 　 55．0
　 　 55．0
　 　 51．0
　 　 50．0

t ツシ ヨン3 　 セ ツシヨン逸
　 　 49．0
　 　 56、0

　 　 55．0　　　　　　　57．0
　 　 55．5　　　　　　　55．0
　 　 50．5
　 　 48．O

ー 一 67 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


